
 小２ 算数「たし算とひき算のひっ算（１）」  

  くみ   ばん  名まえ             

１ ひっ算にして 計算
けいさん

しましょう。 

（１）３６＋２２  （２）６５＋３０  （３）２８＋２７  （４）３２＋４８ 

 

（５）６４−１３   （６）３７−３５   （７）４６−２８   （８）７０−４５ 

 

２ さやかさんは 金魚
きんぎょ

を ２５ひき かっています。 

たけるくんは 金魚を １９ひき かっています。 

（１）金魚は あわせて 何
なん

ひきでしょうか。 

 

（しき） 

 

こたえ            

 

（２）どちらの金魚が 何ひき おおいでしょうか。 

 

  （しき） 

 

こたえ                 
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 小２ 算数「たし算とひき算のひっ算（１）」こたえ・せつめい 

１ ひっ算にして 計算しましょう。 

（１）３６＋２２ （２）６５＋３０ （３）２８＋２７  （４）３２＋４８ 

３６       ６５     ２８         ３２ 

＋２２      ＋３０    ＋２７        ＋４８ 

     ５８       ９５     ５５         ８０ 

 

（５）６４−１３  （６）３７−３５  （７）４６−２８   （８）７０−４５ 

６４       ３７     ４６         ７０ 

－１３      －３５    －２８        －４５ 

     ５１        ２     １８         ２５ 

 

２ さやかさんは 金魚
きんぎょ

を ２５ひき かっています。 

たけるくんは 金魚を １９ひき  かっています。 

（１）金魚は あわせて 何
なん

ひきでしょうか。 

 

 

（しき） ２５＋１９＝４４ 

 

 

こたえ   ４４ひき      

 

 

 

 

 

 

（２）どちらの金魚が 何ひき おおいでしょうか。 

 

 

 (しき) ２５－１９＝６ 

 

 

こたえ さやかさんの 金魚が ６ぴきおおい。          

 

 

 

 
２ ５ 

＋ １ ９ 

 
４ ４ 

 

 ２ ５ 

− １ ９ 

  ６ 

 

十のくらいからくり下げて，

10－５としてかんがえます。 

『あわせて』なので，たしざんになります。 

十のくらいから 

１くり下げます。 

 

一のくらいは，

０になります。 

十のくらいに 

１くり上げます。 

ちがいをくらべるときは，ひきざんになります。 


